
 

 

  
 

 

「1.17集会」  ～ 正しく理解し、災害に備える ～ 
 

1月に入り、校舎のあちこちから「幸せ運べるように」の合唱が聞こえています。今月の歌とし

て毎朝歌っているこの曲は、阪神・淡路大震災からの復興を願って作詞されました。1月１９日（金）

の全校音楽では、「明るい未来」や「希望」を願い、心を込めて合唱しました。 

 

『しあわせ運べるように』を東日本の皆さんに届けるにあたり、歌詞の「神戸」の部分を「ふるさと」に替えた「ふ

るさとバージョン」をつくりました。それぞれのふるさとを思いながら、ご自身のふるさとが生まれ変わることを願

って、歌っていただければ幸いです。 

 震災のニュースを見ながら、ふるさとの大切さ、愛おしさ、美しさに思いを馳せた方もいらっしゃると思います。

そういう思いを歌に乗せて、一人でも多くの方の心にこの歌が響き、亡くなった方々への鎮魂に、生き残った

方々の希望になることを願っています。皆さんに、しあわせ運べるように。 （臼井 真）   

 

地震にも 負けない 強い絆をつくり 

亡くなった方々のぶんも 毎日を 大切に 生きてゆこう ♪ 

傷ついた「ふるさと」を もとの姿にもどそう 

やさしい春の光のような 未来を夢み 

響きわたれ ぼくたちの歌  ♬ 

生まれ変わる 「ふるさと」のまちに 

届けたい わたしたちの歌 しあわせ 運べるように  ♪ 

届けたい わたしたちの歌 しあわせ 運べるように 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 今年の「１，１７集会」は、いつも以上に緊張感のある内 

容となりました。能登半島地震の被災状況が連日報道さ 

れることもあってか、集会前の避難訓練では、しっかり頭 

を守って避難する姿（左下写真）や、静かに整然と体育 

館に移動する姿を見ることができました。集会後の児童 

の感想からも、深く考え、学んだ様子がうかがえました。 

      

  

  

  

 

 

  

 

地震を想定した避難訓練  ⇒ ＥＡＲＴＨ隊員坂本先生による講話（地域の方も一緒に学習） 

～ ふるさとを愛し 自ら学び 未来を切り拓く建屋っ子の育成 ～ 

養父市立建屋小学校 学校だより 

 令和６年１月 22日 Ｎ o.24 

 

http://www.yabuboard.ed.jp/takin

oya-es 

机の下に潜って頭を守る 模型を使って家屋の倒壊の様子を再現。耐震構造について学習 

◆避難訓練をして「お・は・し・も」が

守れたからよかった。坂本先生の話がし

っかり聞けた。耐震と免震を知ることが

できた。阪神淡路大震災と東日本大震災

のような災害が同時に石川県に来てかわ

いそうだと思ったから、私も地震が起き

たときのことを考えて準備をしようと思

う。（５年 中島 小夏） 

◆地震速報がなった時、すぐに机の下に

かくれた。先生の話もしっかり聞いた。

普段から防災グッズをそろえていない。

家には家族が６人住んでいて、６人中１

人はペット。ペットもいるので防災グッ

ズをそろえるのが大変だ。思ったことが

ある。地震はいつ来るか分からないか

ら、防災グッズを持ち出せるのかと思っ

た。（５年 田中 明佳） 

 

 

  



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

「車椅子体験」 ～ 「バリアフリー」って？ 「ユニバーサル」って？ ～ 
 

 １月１９日（金）、３・４年生が福祉教育の一環で車椅子体験をしました。社会福祉協議会の吉

谷さんと大橋さんにお越しいただき、車椅子の特徴や名称、操作方法、介助のコツなどを教えてい

たただきました。段差や狭い道、トイレや玄関、図書室などを車椅子で通り、介助の大切さやバリ

アフリーの大切に気づいた２時間。車椅子の操作がとても上手になりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

○保護者の皆様へ 

 今月実施しました「保護者アンケート」ですが、お忙しいなかご協力をいただき大変ありがと 

うございました。お寄せいただきましたご意見に全職員が目を通し、成果や課題について共通理

解を図りました。個人的な内容を含むためご意見をすべて紹介することはできませんが、学校関

係者評価の参考にさせていただきます。なお、裏面に結果分析の一部を紹介させていただきます。 

冬休み「お手伝い大作戦」＆「Challenge100」 
 

毎月２回の「そうあんくんの日」の取組は、自主自立の態度（自分で考え、判断・行動する

習慣）を育むことを目的に行っています。メディアの誘惑に負けない強い心や、計画的に家庭

学習に取り組む習慣、お手伝いや趣味を通して家族とふれあう機会につながればと考えていま

す。今年の冬休みも、「お手伝い大作戦」と「Challenge100」を課題にしましたが、お家の方か

ら素敵なコメントをたくさん書いていただきました。おせちを作ったりお餅をついたり、百人

一首を楽しんだりする、楽しい時間になったようで、大変嬉しく思います。今後も、「そうあん

くんの日」の取組を通して、お子さんの良いところや頑張ったところに目を向けていただき、

一緒に「意欲」や「チャレンジ精神」を育んでいきましょう。 

介助の基本＝相手の立場にたって考え行動すること。介 
助体験を通して、「声かけ」のコツも学びました。 

わずか３㎝の段差が、一人では 
越えられない高い壁に！ 

スロープがないと、下駄箱の
所の段差もすごく大変！！ 

「あそこの本、取りたいんだけど……」 ティッピングレバーを踏んで、そっと…… 

最後は仲良く記念写真 


